
Ⅰ 北海道データセンターパーク

６ 次世代のデジタルインフラの集積

 再エネを活用したデータセンターの集積と併せ、これら
を利用するデジタル関連企業やデジタル人材の誘致・
集積の推進により、「インフラ」・「企業」・「人」が一体
となったデジタル関連産業の一大拠点を創出

 欧州や北米との地理的近接性を活かした海底通信
ケーブルの陸揚げ、首都圏を経由した東南アジアや
オセアニアとの海底通信ケーブルの接続により、アジアでの
デジタル・通信ハブを目指す

 国内のデジタルインフラの強化

 アジアのネットワークのレジリエンス強化

 経済安全保障への貢献

欧州

米国

ASEAN

オセアニア

アジアでの
デジタル・通信のハブ
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再エネを活用したデータセンター
こくさ 国内外の通信インフラの強化

ＤＣを利用する
デジタル関連企業

デジタル人材

 クラウドサービス企業
 システム開発企業
 ＡＩ関連企業、等

 データセンター関連人材
 ＳＩ人材
 ＡＩ関連人材、等

インフラ

企業 人

出典：石狩再エネデータセンター第１号 北海道電力HP



Ⅱ 北海道発の次世代半導体

 次世代半導体は、ＤＸや脱炭素、経済安全保障といった世界的な課題解決の鍵となる極めて重要な中核技術

 Rapidusが千歳市で進める次世代半導体の製造拠点プロジェクトは、2025年のパイロットライン稼働、2027年の
量産開始を目指す

 次世代半導体の複合拠点の実現に向け、産学官をはじめ関係者がビジョンを共有し、オール北海道で推進
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次世代半導体の製造・研究・人材育成等の複合拠点の実現

道民の理解と共感
北海道データセンターパークや
ゼロカーボン北海道との連動

 半導体関連産業の集積促進

 サプライチェーンの構築

 道内企業の参入促進、取引拡大

 半導体関連産業を持続的に支える人材の育成・確保

 関連技術の研究開発の促進と新事業等の創出

「（仮称）北海道半導体産業振興ビジョン 」 の策定

製 造

研 究 人材育成

産学官連携
先進事例(NYｸﾘｴｲﾂ)



Ⅰ デジタル・半導体に関する人材育成推進協議会

 2023年3月に「北海道デジタル人材育成推進協議会」、同年6月に「北海道半導体人材育成等推進協議会」
を立ち上げ、両協議会を通じて、デジタル・半導体人材を育成・供給（北海道経済産業局が事務局）

７ 集積を支える横断的な取組
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北海道デジタル人材育成推進協議会

道経連、道商連、IT推進協会、
機械工業会、ノーステック財団

産

学

官

北海道データサイエンスネットワーク
（道内13大学・4高専）
（拠点校）北海道大学

経産省、文科省、北海道、札幌市
北海道経済産業局（事務局）

道経連、道商連、機械工業会、ノーステック財
団、他2機関、10企業

産

学

官

北海道大学、室蘭工業大学、他4大学、
国立高専機構、4高専、

日本工学院北海道専門学校

経産省、文科省、北海道、千歳市
北海道経済産業局（事務局）

北海道半導体人材育成等推進協議会

出典：北海道経済産業局 2023年6月2日時点

 地域の大学や高専、高校を通じた将来を牽引する技術者の育成
 国内外からのデジタル・半導体人材や家族を呼び込むグローバルな教育環境



Ⅱ デジタル×エネルギー（ゼロカーボン）

電力消費量は、データ流通量の増大や計算能力の増大等により 、大幅に増大する見通し

デジタル関連産業は、エネルギーの安定供給が不可欠であるとともに、エネルギーの需給制御等にはデジタル技術
が重要であり、双方は表裏一体の関係

北海道は、デジタル関連産業の集積と、再エネの拡大を相互に連携させ、ＤＸとＧＸを一体的に推進

 表裏一体であり、切り離せない産業

デジタル産業・
DX

エネルギー産業・
GX

 データセンターの新たな活用方法・展開

 再エネの供給状況に応じて、需要側であるデータセンターの稼働を制御することにより、需給バランスを維持

 これにより再エネのさらなる導入促進とデータセンターがエネルギーインフラとしても機能
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データセンターが
エネルギーインフラへ

出典：北海道電力HP

 道内各地の再生可能エネルギーを活用したデータ創出

 道内各地の再生可能エネルギーを活用し、地方（地元）のデータセンターでデータを処理し、データとして都市部に

送信することで、電力インフラコスト・事業コストの低減に大きく寄与



Ⅳ 企業・産業間連携によるイノベーション

 DX企業の技術と、幅広い分野の企業やサービス
との相互に連携によって新たなデジタル関連産業が
生まれる可能性

デジタル技術をうまく組み合わせることで、道内各地
で特色あるデジタル関連産業も展開し、新たなビジ
ネスやイノベーションの創出を促進

 データセンター×半導体

 次世代半導体の活用による、DCの大幅な省エネ化や、
AI対応の高度計算処理基盤の構築

 半導体設計や活用に関する仮想空間でのシミュレーション
の実施
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DC

半導体

クラウド

AI

農業

自動運転

観光
医療

ドローン

〔幅広い産業・地域への拡大〕

製造業

Ⅲ 全道をカバーする高速通信網・送電網の増強

北海道全域をカバーする光ファイバーと無線通信を
組み合わせた高速通信網により、デジタル技術を
最大限活用でき、全道へメリットが波及

道内の送電網の大規模な増強により、再エネの更なる
拡大や再エネを活用する産業の立地・分散を促進

通信キャリア、通信回線事業者、電力・鉄道・高速道路事
業者などの光ファイバーの拡充・更新

光ファイバー幹線

低軌道衛星、５Ｇ/６Ｇ、空飛ぶ基地局などの活用

新たな無線通信網

〔光ファイバー幹線と
新たな無線通信網のイメージ〕

どこでも繋がる北海道の実現

〔送電網増強のイメージ〕



８ 全道への面的拡大・波及

道央圏をハブに、地域拠点となる
データセンター等を地方に設置し、
拠点間をネットワーク化
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産学官が連携したオール北海道
での人材育成、地域における
雇用拡大

デジタル関連産業の効果を全道に拡大・波及

農業・観光を始めとする地域
産業や地域資源を生かした
地域課題の解決

デジタル関連企業群を道内
各地に立地し、道内の幅広い
産業・企業にDX化を展開



スマート建設・インフラ管理

（代表例） 本道の強みを活かした幅広い産業・企業へのＤＸ・デジタル化の展開

スマート農林水産業

日本最大の食料生産地域、生産性向上に
向けた先進的な取組の実績

• 自立飛行ドローンや完全自動走行
トラクターの活用

• センシングデータ等の農林水産資源
の可視化

• 農薬散布の効率化

• スマート技術による操業の省力化や
効率化

現状・
強み

推進
方向

遠隔医療

医療資源が偏在する中、医療資源が十分で
ない地域における必要な医療の提供

• ICTを活用した関係機関の連携

• 遠隔相談、遠隔画像診断、遠隔
病理診断（D to D）

• 在宅患者に対するオンライン診療

（D to P）

• ウエラブル端末等による健康管理

現状・
強み

推進
方向

多様で幅広い産業・企業のDX・デジタル化が展開されることで、企業や道民生活へのメリットを創出

我が国の22％を占める広大な面積がもつ
積雪寒冷型の多様な実証・実装フィールド

• ドローンやレーザースキャナによる3D
測量など、ICTを活用した作業の
効率化

• センシングデータによる遠隔監視・
早期の異常検知

• 建設機械の遠隔操作・自動運転

• 除雪の効率化

現状・
強み

推進
方向

スマート観光・コンテンツ

ITやデジタルコンテンツ（ゲーム含む）の企業、
人材が集積、魅力的な観光コンテンツ

• 北海道発のコンテンツ制作

• eスポーツの振興

• ARによる観光・交通案内や多言語
翻訳などのサービス

• 衛星等を活用した通信環境整備

現状・
強み

推進
方向

エネルギー・スマートシティ

豊かな自然環境による様々な再エネを
活用した多様なエネルギー源

現状・
強み

• 家庭やビルなど地域のエネルギーマネジメント

• 再エネ設備とエネルギー使用設備のオンライン化

• データセンター等によるリアルタイムのデマンド・レスポンス

推進方向

新さっぽろ 14

出典：Monarch Tractor HP

Illustration by KEI/雪ミク@Crypton
Future Media, INC. www.piapro.net
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ドローン・空モビリティ

すでに農業・林業・建設で導入が進んでおり、
物流において先進的な取組あり

• 多様な分野や条件でのドローン実
証

• ドローンを活用した物流・配送・業
務の効率化

• 空飛ぶ車の先行実証

• 災害救援等への活用

現状・
強み

取組
方向

次世代通信網・クラウド・IoT

DC設置に伴う通信基盤整備やクラウド
サービス等の展開の動き

• 国際通信ケーブル接続による
世界的クラウド事業者の誘致

• ゼロカーボンのクラウドサービス

• IoT・ローカル5Gを活用した
サービス開発

現状・
強み

推進
方向

AI・高度計算基盤・量子コンピューター

DCの大量消費電力を賄う再エネ、省エネ化
に役立つ気候、次世代半導体の活用

• 再エネデータセンターへのAI基盤
(高度計算処理基盤)の構築

• AI開発企業の立地

• AI・計算資源を活用したビジネス
の創出

現状・
強み

推進
方向
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自動運転・MaaS

積雪寒冷型の実証フィールド（全国最多
28のテストコース）、地域分散、長距離の
都市間交通、多様な地域交通のニーズ

• 道内での多種多様な条件下での
開発や実証試験

• 先進的な自動運転の先行導入

• 新たな地域交通や、自動化による
配送など多様なサービスの向上

現状・
強み

推進
方向

（代表例） DX中核企業の立地・集積

次世代のデジタルインフラを活用するDX中核企業群が立地・集積。全道の幅広い産業・企業のＤＸ化の基盤を提供

出典：Google Quantum AI HP

参考２


